
山
本
読
書
室
は
越
中
高
岡
出
身
の
山
本
封
山
（
一
七
四
二
’
一
八
一

三
）
に
よ
っ
て
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
開
か
れ
、
亡
羊
（
一
七
七

八
’
一
八
五
九
）
及
び
そ
の
五
子
一
孫
に
受
け
継
が
れ
て
明
治
末
期

に
至
る
・
ま
で
百
十
七
年
余
連
綿
と
続
い
た
京
都
の
代
表
的
儒
医
・
本

草
学
の
学
塾
で
あ
っ
た
。
弘
化
四
年
京
阪
を
訪
れ
た
帆
足
萬
里
は
、

京
摂
学
問
、
和
学
一
向
無
人
候
、
當
時
〈
山
本
本
草
、
花
岡
外
科

京
摂
第
一
卜
存
候
、
雪
雄
〆
発
句
、
梅
逸
、
百
穀
の
画
是
二
次
べ

く
候
、
さ
て
〈
貞
斎
ノ
書
術
、
緒
方
が
蘭
学
な
ど
に
や
、
其
外
〈

無
人
候
、

と
京
摂
の
学
芸
の
中
で
華
岡
青
洲
の
外
科
と
な
ら
び
読
書
室
の
本
草

学
を
第
一
級
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
亡
羊
の
門
人
で
も
あ
る
賀
来

飛
霞
に
与
え
た
書
簡
で
あ
る
か
ら
若
干
割
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

当
時
隆
盛
の
極
に
あ
っ
た
俳
譜
や
書
画
の
道
の
上
に
置
い
て
い
る
と

こ
ろ
な
ど
は
注
目
す
べ
き
で
、
関
西
に
お
い
て
本
草
学
が
ひ
と
き
わ

山
本
亡
羊
の
門
人
簿
に
つ
い
て

遠
藤
正
治

活
況
を
呈
し
て
い
て
、
そ
の
中
で
読
書
室
の
影
響
が
群
を
抜
い
て
い

た
こ
と
、
大
衆
的
な
広
が
り
が
存
在
し
て
い
た
状
況
を
反
映
し
た
評

価
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
幕
末
関
西
本
草
学
流
行
の
頂
点
に
あ
っ

た
読
書
室
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
、
性
格
や
役
割
な
ど
充
分
解
明

さ
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
門
人
の
研
究
が
不
可
欠
で
あ
る
が
残
念
な

が
ら
読
書
室
の
門
人
帖
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
先
年
『
読
書
室
二

○
○
年
史
』
（
山
本
読
書
室
刊
）
を
ま
と
め
る
に
際
し
て
読
書
室
文
書

か
ら
推
定
し
た
亡
羊
の
門
人
簿
作
成
を
試
桑
た
が
未
発
表
に
終
っ

た
。
そ
の
後
調
査
を
進
め
て
若
干
の
史
料
を
入
手
し
改
訂
増
補
し
今

回
約
五
百
八
十
名
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
気
付
い
た
こ

と
を
二
、
三
を
報
告
す
る
。

そ
の
前
に
、
「
門
人
簿
」
の
典
拠
で
あ
る
が
、
亡
羊
の
嗣
子
椿
室

（
一
八
○
九
’
六
四
）
の
雑
記
帳
『
錫
夫
抄
録
』
巻
八
に
所
載
の
「
読

書
室
開
講
宴
出
席
姓
名
簿
」
と
、
同
じ
く
椿
室
の
『
日
省
簿
』
三
巻

に
よ
っ
て
五
百
四
十
余
名
を
同
定
し
、
ま
た
『
山
本
氏
家
譜
』
『
読

書
室
物
産
会
目
録
』
十
二
巻
『
亡
算
霜
記
』
三
十
五
巻
及
び
『
読
書

室
蔵
書
画
目
録
』
等
に
よ
っ
て
校
合
し
四
十
名
余
を
補
っ
た
。

一
、
亡
羊
の
六
男
章
夫
（
一
八
二
七
’
一
九
○
三
）
に
よ
れ
ば
、
亡

羊
の
門
人
は
先
進
後
進
合
せ
れ
ば
千
数
百
人
の
多
き
に
至
る
と
い
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う
。
亡
羊
の
開
講
は
文
化
八
年
（
一
八
二
）
、
九
名
で
授
業
を
始
め

て
い
る
。
亡
く
な
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
ま
で
の
四
十
九
年
間

余
に
門
人
を
と
っ
て
い
て
、
最
盛
時
に
は
年
間
四
十
数
名
入
門
し
て

い
る
か
ら
、
単
純
に
計
算
し
て
も
千
数
百
人
と
い
う
数
は
無
理
で
は

な
く
、
今
回
の
五
百
八
十
余
人
は
亡
羊
門
人
の
約
半
数
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

二
、
入
門
者
の
出
身
地
は
北
陸
・
東
海
以
西
、
京
都
を
中
心
に
近

畿
・
中
国
・
四
国
。
九
州
と
関
西
全
域
に
分
布
す
る
が
、
地
方
の
中

で
は
と
く
に
越
中
を
は
じ
め
北
陸
地
方
が
と
び
抜
け
て
い
て
、
先
代

か
ら
の
地
縁
の
影
響
を
多
分
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

諸
藩
の
医
師
で
藩
主
の
命
で
寄
宿
し
た
も
の
陸
続
跡
が
絶
え
な
か
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
諸
藩
の
中
で
は
筑
後
久
留
米
藩
か
ら
の
ま
と

ま
っ
た
入
門
が
確
認
で
き
る
。
宇
治
田
元
昌
、
古
賀
椿
庵
、
実
藤
恭

順
、
越
野
松
園
、
宇
治
田
隼
衛
ら
で
あ
る
。
読
書
室
が
久
留
米
出
身

の
藤
井
獺
斎
の
宅
跡
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

う
か
。ま

た
賀
来
飛
霞
、
伊
藤
凌
明
等
の
よ
う
に
帆
足
萬
里
門
下
生
の
入

学
・
交
流
も
注
目
す
べ
き
一
面
で
あ
る
。

三
、
亡
羊
の
本
草
学
は
小
野
蘭
山
直
系
で
あ
る
か
ら
、
父
祖
ま
た

は
近
親
が
藺
山
門
人
と
い
う
場
合
が
多
く
、
藺
山
の
影
響
が
色
濃
く

出
て
い
る
。
百
々
三
郎
、
物
部
宣
太
郎
、
村
松
保
一
郎
、
山
本
安

暢
、
賀
来
飛
霞
な
ど
が
そ
の
例
で
、
江
馬
活
堂
や
平
田
景
順
な
ど
の

場
合
の
よ
う
に
蘭
山
門
人
の
弟
子
が
移
入
し
た
例
も
多
分
に
み
ら
れ

る
。

四
、
京
都
の
塾
と
い
う
性
格
か
ら
、
典
医
と
の
関
係
も
深
く
、
典

薬
寮
医
師
の
過
半
が
門
人
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
典
医
の
中

で
は
三
角
家
、
百
々
家
、
福
井
家
、
賀
川
家
、
浅
井
家
な
ど
の
子
弟

の
数
代
に
わ
た
る
入
門
が
確
か
め
ら
れ
る
。
中
で
も
賀
川
家
の
場
合

は
交
際
が
緊
密
の
よ
う
で
「
読
書
室
開
講
宴
出
席
姓
名
簿
」
に
は
上

総
大
橡
（
満
崇
）
の
名
が
二
十
四
年
以
上
も
記
さ
れ
て
い
て
、
読
書

室
の
幹
事
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

五
、
本
草
学
を
教
授
し
て
い
た
た
め
、
儒
医
系
列
以
外
に
蘭
方
系

の
人
も
入
門
し
て
い
る
。
ま
た
後
に
蘭
方
に
転
学
し
た
場
合
も
み
ら

れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
藤
田
長
禎
、
江
馬
活
堂
な
ど
が
あ
り
、

後
者
に
は
小
嶋
碩
平
、
宇
治
田
隼
衛
、
田
路
鼎
斎
な
ど
の
場
合
が
あ

る
。
ま
た
、
士
田
乙
三
郎
（
英
章
）
は
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
読

書
室
物
産
会
に
「
微
虫
図
」
（
銅
版
画
）
と
顕
微
鏡
を
出
品
し
て
い

る
。
「
微
虫
図
」
は
耐
熱
性
の
細
菌
芽
胞
の
世
界
最
初
の
観
察
記
録
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少

亡
羊
の
学
問
は
決
し
て
新
し
く
な
か
っ
た
が
、
新
旧
の
多
彩
な
人

材
を
養
成
し
、
幕
末
の
転
換
期
に
一
定
の
対
応
を
致
せ
て
い
る
。
さ

ら
に
門
人
の
分
析
を
進
め
て
、
つ
っ
込
ん
だ
再
評
価
を
し
た
い
。

（
大
垣
工
業
高
校
）

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
解
体
新
書
」
の
刊
行
は
、
ひ
と
り
日
本
の
医
学
史
の
ゑ
で
は
な

く
、
文
化
史
全
体
の
上
か
ら
み
て
も
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
解
体
新
耆
の
本
文
各
巻
の
は
じ
め
に
は
、
い
ず
れ
も

「
若
狭
杉
田
玄
白
翼
訳

日
本
同
藩
中
川
淳
庵
鱗
校

東
都
石
川
玄
常
世
通
参

官
医
東
都
桂
川
甫
周
世
民
閲
」

と
、
四
人
の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
い
わ
ば
著
者
グ
ル

ー
プ
の
う
ち
石
川
玄
常
に
つ
い
て
の
象
は
、
何
故
か
「
蘭
学
事
始
」

に
そ
の
名
が
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
石
川
玄
常
は
他

の
三
人
に
く
ら
べ
て
余
り
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
研
究
も
少
な
い

よ
う
で
あ
っ
て
、
従
来
太
田
錦
城
撰
の
墓
誌
銘
（
呉
秀
三
「
中
外
医
事

新
報
」
昭
和
四
年
、
岩
崎
克
己
「
掃
苔
」
昭
和
一
五
年
）
が
殆
ん
ど
唯
一

の
資
料
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ほ
か
現
在
ま
で
に
知
り
得
た
こ

石
川
玄
常
に
つ
い
て

津
田
進
三
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